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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・庶務より　

青陽館のエレベーター修繕工事について
9/7（月）13：00～16：00　作業時間3時間程度修繕中は使用できませんので、ご了承ください。
・医療福祉学会の抄録提出について
　9月15日（火）が提出締め切り日となっているため、期限厳守で提出すること。
・11 月 3 日創立記念写真撮影について

日 時 ： 11 月 3日（ 火）

時 間 ： 1回目 集合 9時 15 分　撮影 9時 25 分

2回目 集合 10 時　　 撮影 10 時 10 分 
場 所 ： 南山苑前（小雨決行）
対象者 ： 職員全（パート・非常勤を除く）※ 私語厳禁

・納涼会について
　9月14日・16日・17日・18日で実施。4日間に分散して実施する予定。
青陽館は16日、遅番や16日の不参加者は18日。

　詳細は掲示板で確認すること。
・8月分の日誌と電子カルテの出欠等の確認を医事の請求に間に合うように行うこと。

　

＜書類等の作成及び点検について＞

『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜祝日プログラムについて＞
・今週中は利用者様から意見聴取し、来週中に決定する。
　デイケア：じゃがいもを使用した料理、おやつ
　デイナイトケア：和菓子（どら焼き、団子、アンパン、おはぎ、お汁粉、あんみつ）
　　　　　　　　　シャービックの意見が挙がっている。

＜利用者様情報＞

デイケア
・高杉　晴樹様　～外来看護師より連絡があり、見学希望があるとの事で対応する。当院通院中の自閉症スペクトラム障害　27歳　男性。母様同伴で見学実施している。本人は説明に伏し目がちだが、頷きながら聞いており、母様が積極的に質問されている。希望を確認すると夜型の生活が続いている為、生活リズムを整えたいと話している。母様が言うには、慣れない場所や知らない人に会う等環境が変わると夜に一睡も出来ないとの事。体験利用を勧め、9/28（月）13時から体験利用予定。

デイナイトケア
・馬渡　武光様　～青風荘より情報提供あり。以前より、失禁の回数が増えたことから、5日（土）よりリハパンを着用し過ごしているとのこと。5日（土）は計4回、6日（日）計2回リハパンへの排尿があり、スタッフ介助のもと都度交換を行ったとのこと。本人自らリハパンへ排尿した際の報告は無く、スタッフが声を掛けるまで交換をしないため、排尿時は都度報告をするよう青風荘スタッフより伝えている。また、6日（日）起床後、青風荘スタッフが訪室すると、綿パンツを着用していたこともあり、リハパンの着用を促したとのこと。本日来所後、数回排尿状況を確認するが、リハパンには出ていないと話している。12時30分頃、生活指導室にて下衣のベルトを外し、リハパン内を確認しようとする行為が見られ、トイレへ行き確認をするよう伝えている。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。5日（土）の日中、自室で毛布を被って臥床し、多量に発汗しているところをスタッフが発見している。スタッフが声を掛けるが、発汗していることに自身で気付いておらず、夏用の寝具の使用を促している。6日（日）は、毛布を被りつつ、顔面に夏用の寝具を被せており、5日同様に多量の発汗が見られ、再度指摘をしたとのこと。脱水症状となる可能性もあるため、毛布は棚に片付けて今後は様子を見ていくこととしている。本日来所後に、体調を問うと「悪くはない」と話し睡眠不足も無いと話している。来所時の検温では、T36.1℃と平熱であり、目立った症状も無く、運動療法や作業療法には普段通りに参加出来ている。
ショートケア
・岩渕　さおり様～定時になっても来所せず、連絡が無い為架電している。皮膚科受診をしていたという為欠席する際は必ず電話が欲しい事を伝えている。月曜日は病院受診が多い為利用日の変更希望があり、担当スタッフと話し合い、今後は水曜日の利用となる。
[image: image1.emf]
高山英佐様9月2日同行
14時八戸シティー法律事務所へ本人希望にて同行している。そして、山下
弁護士へ、戸籍謄本・無資産証明書・住民票・1年分の通帳のコピー・申立
人生活状況書・市営住宅許可証・障害者手帳・車の車検・生命保険証書
(住友生命)・がん保険証書(アフラック)母親の生命保険証書(県民共済)・
車の保険の証書(東京海上日動)を確認しながら提出。
本日書類で足りなかったものは
①所得課税証明書
②母親の年金の振り込みの分かるもの
③みちのく銀行の取引履歴(令和元年9月～11月分)

本日揃わなかった書類は、そろい次第本人が八戸シティー法律事務所ヘ
郵送することになつた。今後は書類が揃い次第、書類を山下弁護士の方で
作成。早ければ今月末には裁判所へ山下弁護士と共に書類提出に行く予
定。その後管財人がが付くかどうかの審査が入り(おそらく今回はつかない
と思う)手続き料が決定する。(そそらく料金は11,859円)それは山下弁護士
が提出する為、八戸シティー法律事務所の山下氏の口座に振り込んで欲
しいとの事。山下弁護士からは裁判所に行く日が決まつてから本人に連絡
が来る予定。
高山英佐様9月5日訪問
14時定期訪問実施。体調は大丈夫と話し、服薬は忘薬ないという。服薬カ
レンダーの下の部分に残薬があり、それは以前のものというので次回受診
時に持って行くよう伝えている。時期受診9月8日(火)。食事は摂れており、
睡眠も夜22時～8時(10時間)まで眠れているとの事。下痢症状は継続して
おり長谷川内科受診も継続する予定と聞く。次回は8日(火)青南病院受診
に行く予定との事。毎日のビールは1日500m11本と350m11本を2日続けてい
る事を確認。日々の散歩も継続して1時間ぐらい毎日行っていると話され、
日焼けもされている。頑張つている事を評価している。体験利用については
休まず行っていることを確認。作業内容はシール貼り、シールきり、人参の
袋詰め、セプドールヘの搬入をし、これからはニンニクの収穫に畑に行く予
定と聞く。感想としては、「楽しく出来た、続けて就労出来そう」と思つたと話
している。もし畑に出るとなると今よりも体力を使うようなることも伝え、毎日
の散歩も体力づくりになる事から続けてほしいことを再度助言すると共に頑
張っている事を評価している。
経済面は前回助言した事を振り返り、8月の支出を教えてくれている。
・電気代 2,557円 。ガス代 3,152円
・水道代 6,755円 ・ガソリン代13,386円
・携帯代 13,705円 いずれも予定より少なかったとの事。
携帯代に関しては8月は使いすぎていた為、今後気を付けると7,000円ぐ
らいにはなるとの事で、プランは変えず様子をみるとの事。がん保険につい
ては自身でも考えやめることにして保険会社に連絡したという。青明舎でも
再度教えてもらった金額で予算内になっているのか検討してみることを伝
え、自身でも、年金額の範囲内で治まったのか再度計算してみることを提
案している。娘様の教育費(日本政策金融公庫)21,000円代は12月までは
弟様が支払いその後は払えないとの事で自身が払っていくと話している。
弟様の車代の支払いがなくなつている事もある為、毎月全額が無理でも半
額でも継続して払ってもらえないか検討してもらつてもいいと思うことを伝え
ている。
来週から仕事が始まる為、次回訪間は19日土曜日10時とし訪間を終えて
いる。
村上元道様9月1日目
8時45分本人より電話あり。
前回訪問時に話していた、パソコンのスキルアップ講座の日にちについて
報告してくれている。日時は9月7日(月)～ 10月21日(水)週2回の夜18時～
21時までの予定であるとの事。連絡頂いたことへのお礼を述べ終電してい
る。
中村与一郎| 9月1日来所
110時31分来所。あつぷるハートで使用する印鑑がどれか分からず、郵便局
|に行って確認して来てまた来ます、バス時間まで少し待たせてくださいと10

‐分程ふらつとにて時間潰している。朝、世話人が来た時は体調は良かった
が、今は脱力感があり良くないとの事。先日、憩い利用時に元カノの
facebookを見ていた際にいいね!を押したらLINEが来たんですよとの事。
返信をしたけど、既読にはなるが、返事は来ないんですよ。様子見てるん
ですかね?と話される。5～ 6年も前のお付き合いならば特別な意味はな
く、あまり気にせず過ごすよう伝えている。
11時30分再来所。郵便局に行つて印鑑の確認取れましたとの事。前回の
塗り絵の続きをするか聞くも「今日はいいです」と言い、ソファーヘ腰掛け休
まれている。暫くして、やっぱり塗り絵やりますといい、塗り絵をし過ごされ
ている。11時15分お腹が空いたので、帰りますと挨拶し帰られている
中村与―郎9月2日情幸風1又集
グループホーム世話人(舘柳氏)本日臨時受診したとの事。朝のリスペリド
ンが変更になった。薬情は明日の朝の訪間時に確認。残りのリスペリドン
は世話人が預かるとの事。
中村与―郎オ9月3日来所
13時来所。体調を聞くと、昨日あまり眠れず寝不足で少しふらつくことがあ
ると話す。22時に就寝前薬服用し23時～1時まで就寝。1時～5時まで眠れ
ず音楽を聴いて過ごしたという。そして5時～8時まで就寝しているとの事。
食事については、朝食はバナナ1本、昼食はそうめん4東摂取と聞く。前回
の色塗りの続きをして過ごしている。13時57分バスの時間になり、これから
グループホームあおばに戻つても暑いので、ラピアのフードコートに行つて
シヤイクを飲むとの事で、ラピアに向かつている。
寺沢彩様9月1日日目

10時33分本人より電話あり。
特定相談森氏がいるか問い合わせあり。不在の為変わりに話を聞いてい
る。
現在仕事中だがスタッフの対応にイライラして、スタッフの了解を得て電話
したという。今日出勤した際、知らない人がいて、スタッフの田村氏へ聞い
たところ昨日からきている実習生であるとの事。昨日紹介したと話をされた
が、自身は昨日出勤していない為知らない。その対応にイライラしてしまって
いるとの事。以前から新しい人が来た時には行つてほしいと話していたの
にその対応だったという。自身では言えない為、森氏から就労先へ電話し
てもらい話して欲しかつたという。そうでないと一日イライラして過ごさないと
いけないと話している。本人には話せなくても、他のスタッフから言つてもら
うことを提案している。すでに話したが、聞いてくれただけで何も対応してく
れないとの事。再度話してみる事や、長期間仕事に集中出来なくても、短
期間集中することを繰り返してみる事、イライラが増して来たら休憩をとりな
がら行てみることを提案し終電している。
原田奈津紀
９月2日夜間電言3日7時57分泣きながら電話あり。
昨日は休日で日赤病院受診日だつたが、出勤出来るようだつたら出て欲し
いと言われて、受診後に出勤した。(何時まで勤務か分からなかつたので)

店長に「何時までですか?」と聞いたら「ラスト(19時)まで居て欲しい」と言わ
れ、厨房で働くスタッフには「私は16時で帰ります」と言われて、そのスタッ
フが帰ってしまえば自分だけになり、自分は厨房の仕事はやったことが無
いし、どうしようと思い、店長の次に偉い人に相談したら、どのように店長に
伝えてくれたかは分からないが、店長に再度聞いた時に「帰つていいよ」
「あなただって具合が悪くなることもあるでしょ」と言われた。(多分、厨房ス
タッフも不調を理由に帰りたかつたと思われるが詳細は不明)自分は休日
出勤したにも関わらずこのように言われて、今朝は頓服薬を服用したが、
涙が出ててきてこの状態だと出勤しても仕事にならないと思って、今日は休
みたい。休む連絡を入れたいが、どうやって話せばいいか分からないと訴
えている。
今の状態で、相手に昨日の出来事を全部伝えるのは難しいし、まだ仕事を
続けたいのであれば、今は『体調が悪いので休みます』で良いのではない
か提案。本人は「分かりました」と納得している。仕事をについて聞くと「昨
日のことで、今年いつぱいで辞めようと思つた。」とのこと。明日も出勤でき
るか分からないと話すが、明日のことまで考えずにゆっくり休むよう声掛け
て終了する。
田向玲美様9月3日
14時24分入電。月曜日に彼氏と復縁したのだが、先日中村与一郎氏と仲
直りをした際、携帯の番号を交換してしまった、その事が彼氏にばれたらま
た彼氏が怒つて別れることになるかもしれない。与一郎氏に何と言つて携
帯の番号を削除したらいいだろう…との事。番号交換したのは、復縁する
前の話であり、他の人にも仲介してもらつたりして仲直りしたのに、自分勝
手ではないか?と指摘すると「そうだよね」と答えている。番号を削除する
のではなく、彼氏の方へ復縁前にあった事の経緯を話してみては?と伝
え、本人も「やつぱり自分勝手だよね。分かりました、ありがとうございます」
との事で終電している。
藤村翔様9月4日来所
8/29～ 9/3までの小遣い帳の確認を行つている。支出総額1,305円、グルー
プホーム精算分(返金)4,170円にて、本日残金21,593円。レシート1回分の
確認では、牛乳、源たれ、麦茶、お茶、納豆×2、ミニ奴×2、ウインナーと、
余分な支出は見られていない。嗜好品は、両親が持ってきてくれたため、
購入しなくて良かつたと聞かれており、上手に遣り繰りできている事を評価
している。 9時来所。体調は変わり
なく体温は356℃ 。ラジオ体操、小遣い帳の確認後塗り絵をして過ごしてい
る。両親は明日食料などを持ってきてくれると話す。10時3分塗り絵を完成
させてグループホームに持ち帰っている。
淡路智恵子本9月4日情報収集
特定相談(橋本氏)より情報収集。
本人へ青風荘の見学について相談し、いつでも良いとの返事がある。た
だ、青風荘への入居については後ろ向きであり、グリーンハイツのほうが良
い様子。しかし、グリーンハイツは満床のためすぐには入れないため、難し
いことを伝えている。青風荘は嫌かもしれないが、青南病院や青陽館から
近くて通所しやすい場所でもあるため、本人にの生活環境としては妥当だ
と思うことを助言している。まず、住む住まないは先の話として、見学するよ
う勧めていた。
東海林紀子本9月5日夜間電言ヨ
5時33分に電話連絡受けている。
就労先での人間関係が分からないと話している。詳細伺うと「就労先で裏
で人の悪口を、他利用者様と言ってしまう。その人の前ではいい顔して、そ
の人の事が本当に嫌なのか分からない。」と話している。
そのことを考えすぎてしまうとの事。
一緒に悪口を言っている利用者様が、その人に悪口を言つていることを話
す可能もあること伝えている。今後は、他利用者と悪口を言うのは控えス
タッフなどに気持ちを相談するように助言している。
スタッフにも話すことが難しいようであれば、特定相談橋本氏に相談してみ
るように伝えている。
今日は就労が休みとの事で、やること終えたらゆつくり休み、考えを整理し
てみるように伝えている。不安な気持ちが強くなった際には頓服薬の服用
も促している。
「話したら少し楽になりました。」と言い終話している。
東海林紀子構9月5日r

本人より「仕事のことで悩んでいる」と電話あり。「チョコクッキーを辞めた
い」と話す。原因を聞くと
①他利用者(田名部一樹様)との関係性について
田名部様が中村与一郎様の悪口を話してきて、自分も中村様のことをよく
思っていないところがあるから一緒になつて話す時があり、田名部様は「話
が出来る」と思つてエスカレートしてくるし、そんな田名部様に同調している
自分や、そんな田名部さんのことを他者に悪く言ってしまう自分に疲れた。
②事業所で禁止されているラインのアドレス交換をして連絡取つていた他
利用者がいる。自分が機種変した時に上手く再登録出来なくて、事業所の
中の人目に付きやすい所で再登録しあつたら、それを他者に見られてし
まつた。相手と相談してもうラインし合うのを止めようと言うことになり7月頃
に止めたが、そのアドレスは残していた。今週木曜日に何の気なしにライン
を送ってしまつて、後で自分でも「やらかした」と思い直し、そのラインを削除
した。それが原因か分からないが、次の日その利用者が事業所を休んでし
まい、自分のせいだと思つた。
以上を理由にチョコクッキーを辞めたいとのこと。
本人の話で分かったのは、チョコクッキーの作業内容や環境が嫌で辞めた
いと言うことではなく、作業以外の内容で辞めたいと思っていることだと指
摘。
以前にも話したことがあるが、事業所を継続して利用することは並大抵の
事ではなく、長く利用していることで事業所から評価されている面もあるこ
と、辞めるとは、時間をかけて積み重ねないと貰えない評価を一瞬で手放
すことになり、辞めるのは簡単だが、また新しい事業所に行っても同じよう
に評価されるようになるまでは時間を要することを説明。また、はつきり言え
ば今回のことは事業所は関係なくて、自身の問題ではないか話す。自身が
田名部様に「今は自分の調子が悪くてあなたの話を聞く余裕が無い」と断
ること、ラインの相手には「もしあなたと話しが出来たらいいなと思って、軽
い気持ちでラインしちゃつたけど、もしあなたを悩ませてしまったのなら御免
なさい」と話してみることが大事なのではないか話す。他人の悪口を言って
いる自分が嫌だと言うが、そうやってストレス発散させてバランスを取ること
は誰でもやつていることで、今までであればカラオケや出掛けることでストレ
ス発散できていたが、今は難しく、他者の悪口で盛り上がることは褒められ
ることではないが、止めろとは思わない、しかし「そんな自分が嫌だ」と言う
なら、それは自分しか返らない自身の事であり、他者が変えてくれるもので
はないことを説明し、もし誰かに話したくなつたら、本当に信頼できる人にだ
け話すことを提案する。本人は、自身のモヤモヤした気持ちを早く何とか解
消したくて、事業所を辞めるという選択になつているが、それでは根本的な
解決にならず、もし辞めるとしてもそれは誰かに決めてもらうことではなく
『自分で決めること』が大事だとアドバイスする。今は考えがまとまらない状
態であるため、一生懸命に考えることを一旦休止とする事を提案し終了。
本人から、今日の相談内容は内密にして欲しい、特に特定相談の担当者
には話さないで欲しいと希望。他利用者に話すことは勿論ないし、他スタッ
フが口外することもないことを説明する。
